
平成２９年１２月４日（月）～平成２９年１２月１０日（日）〔平成２９年第４９週〕の感染症発生状況

第４９週で定点当たり患者報告数の多かった疾病は、1)感染性胃腸炎 2)Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎 3)インフルエンザでした。

感染性胃腸炎の定点当たり患者報告数は１１．４９人と前週（９．９２人）から増加しましたが、例年より低いレベルで推移しています。

Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎の定点当たり患者報告数は４．２２人と前週（３．９２人）から増加し、例年より高いレベルで推移しています。

インフルエンザの定点当たり患者報告数は４．１８人と前週（２．９２人）から増加し、例年並みのレベルで推移しています。

【感染症発生動向調査事業から】

川崎市感染症情報発信システム（ＫＩＤＳＳ）
リアルタイムサーベイランス地図情報

【Ａ型インフルエンザ患者数】
      

今、何の病気が流行しているか！
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冬に流行する感染症！～インフルエンザと感染性胃腸炎～

現在、市内ではインフルエンザや感染性胃腸炎の患者報告数が増加しています。

感染症にかからない、拡げないために、手洗い等の予防対策を心掛けましょう。
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平成２９年第４９週（１２月４日～１０日）

の定点当たり報告数は４．１８人と前週から増

加し、特に川崎区、高津区、宮前区で多くなっ

ています。また、本市のリアルタイムサーベイ

ランスによると、現在、Ａ型インフルエンザの

報告数が各区で増加しています。

今後、年末にかけて患者数が増える可能性が

あります。

平成２９年第４９週の定点当たり報告数は

１１．４９人と前週から増加し、特に高津区で

は定点当たり報告数が２４．１７人と流行発生

警報基準値（定点当たり２０．００人）を超え

ています。

また、健康安全研究所に搬入される検体から

は、昨年多く検出された遺伝子型ＧⅡ．４型と

いうノロウイルスが今年も検出されています。

川崎市における感染性胃腸炎分布マップ

             （平成２９年第４９週）
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  （平成２９年１２月１２日１５：００時点）


